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名称

やまと興業 やまと興業㈱

エコカフェ
くによし

場所
静岡県
浜松市
静岡県
静岡市
静岡県
菊川市
静岡県
牧之原市

愛知県
名古屋市

愛知県
大府市
愛知県
弥富市

運営事業者 主な生産品目

NLMエカル

フレッシュ
グリーン

EcoCafe
Kuniyoshi

野菜工房
小さな原っぱ
エム式水耕
研究所

リーフレタス類、
その他葉物野菜

アイスプラント、
レッドマスタード、
レッドファイヤー、
巨木トマト、
ミニセロリ等

ベビーリーフ

サラダ菜、レタス

ハーブ、レタス

青菜花

名称

ホト・アグリ

【太陽光・人工光併用型】

【完全人工光型】

(株)ホト・
アグリ

場所
静岡県
浜松市

運営事業者 主な生産品目

リッチリーフ

㈱NLMエカル

㈱エム式
水耕研究所

㈲フレッシュ
グリーン

㈲林田電気
システム

東海４県では
８箇所
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346

13

343

117

101

258

251

1,634

229

372
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349

103

106

283

231

1,686

247

346

15

408

109

105

265

248

1,741

超低コスト耐候性ハウス

夏期夜温制御
ヒートポンプを用いて夏期
夜温を制御し、生育の安定
性を確保。

新たな鋼材・工法を用いる
ことで、鉄骨ハウスと同等の
耐候性の確保と設置コスト
の大幅低減を実現。

自律分散型ユビキタス環境
制御システム(UECS)

トマト低段密植栽培
栽植密度を高めた低段
採りにより周年栽培を
行い、収量を増加。

天窓、ヒートポンプ等にマイ
コンを搭載し、ネットワーク
上の他の機器と情報交換
して自律的に動作するシス
テムで、環境制御を高機能
・低コスト化。

自動収穫機・着果装置

イチゴ高密植移動栽培装置、自動収穫機
栽植密度を大幅に高めた高密植移動栽培装
置による収量増加と、自動収穫機と連動した
収穫作業の省力化・労働コストの削減を実現。

収穫作業、ホルモン処
理作業の省力化、労働
コストの削減を実現。
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○このところ、全国的に「植物工場」が増加基調で推移しています。植物工場は、施設内で野菜など植
物の生育環境を制御して栽培を行う施設園芸のジャンルである「養液栽培施設」の一種とみなされま
す。そこで、農林水産省の統計より、養液栽培施設の設置面積の推移をみると（図表１）、概ね右肩上
がりで増加しており、このうち東海４県は２００９年に４０８ｈａと、全国（１，７４１ｈａ）のおよそ４分の１を占め
ています。ただし、この面積には植物工場だけでなく、他の方式の養液栽培施設の面積も含まれるもの
の、植物工場は全体を押し上げる方向に働いているとみられます。

○植物工場をさらに厳密に定義すると、施設内で生育に必要な環境を人工照明や空調、養液供給など
で人工的に調整することによって、季節・天候を問わず連続的に生産を行う栽培施設であり、大きく分
けて、①閉鎖空間で太陽光を用いずに栽培する「完全人工光型」と、②主に太陽光を利用し、必要に
応じて人工の光源を用いる「太陽光・人工光併用型」の２つのタイプがあります。

○こうした要件に合致する施設の分布状況をみると（図表２）、本年３月末時点で、完全人工光型が６４
箇所、太陽光・人工光併用型が１６箇所となっています。消費地に近い首都圏や、冬場の環境が厳し
い東北・北陸地域などで設置件数が多いなか、東海４県では８箇所が確認できます。
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1. 全国と東海エリアにおける植物工場の設置状況

○東海４県における植物工場の設置状況を詳しくみると（図表３）、静岡県で５施設、愛知県で３施設を
数えます。いずれの施設も工場設備を製造するメーカーなど民間企業が運営しており、生産品目は葉
物野菜が大半を占めます。生産された農産品は、近隣の販売店や自社のオンラインショップで販売して
いるほか、植物工場に隣接する飲食施設で消費者に供するケースもみられます。

○その一方、三重県では、植物工場の大幅増を目指す農林水産省の先進的モデル事業として、このほ
ど三重県農業研究所（松阪市）に植物工場２棟が整備されました。この拠点では、三重大学などとの
協働のもと、①ＩＴを駆使した栽培環境のコントロールによる連続栽培の実現や、②自動収穫機の導入
による生産コストの削減、などについて実証研究が進められる予定です（図表４）。

○植物工場に関しては、①施設整備や運営に要するコストが露地栽培と比べて高い点や、②栽培環境
を的確に管理できる技術を持つ人材が不足している点、などが普及に向けた課題と指摘されていま
す。この点に関しては、三重県の研究拠点における成果が農業現場へ適切にフィードバックされるとと
もに、技術力に長けた製造業など異業種の参入が増え、多様なノウハウが蓄積されれば、こうした課題
の克服に繋がると期待できるため、今後の展開が注目されます。

2. 東海エリアの植物工場に関する普及・取組動向

東海エリアにおける植物工場の普及と先進的取組状況

渡辺 洋介

（資料） 農林水産省「園芸用施設及び農業用廃プラスチックに関する調査」
（ 注 ） 東海地域は、愛知・岐阜・三重・静岡の４県。

（資料） 農林水産省「植物工場設置数一覧（平成23年3月末時点）」をもとに三重銀総研作成
（ 注 ） 事業者アンケートや公開情報等をもとにしており、必ずしも全件を把握しているとは限らない。

植物工場を含む養液栽培施設の設置面積の推移（地域別） 全国の植物工場設置状況

（資料）農林水産省「植物工場一覧（平成23年3月末時点）」 （資料）三重県農業研究所ホームページをもとに三重銀総研作成

東海４県における植物工場の概要 三重県農業研究所 植物工場での実証研究概要図表1 図表2 図表3 図表4
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